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概  要 

 

我々は、従来の磁器より約 200℃低い 1100℃で焼結する磁器素地（図参照）

を用いた省エネルギー・低炭素、低製造コストな磁器製造技術を保有している。

この磁器素地は、酸化焼成で従来の磁器と同程度の強度、透光性、白色度を有

している。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

従来の低温焼成磁器は、ガラス－粘土系、リン酸塩－粘土系、微粒炭酸カルシ

ウム－粘土系等があるが、「成形性が低い」、「焼成温度幅が狭い」、「原料の微

細化が必要である」等の課題がある。本技術は、長石－粘土系であり、焼成温

度幅は広く（75℃程度）、陶磁器の成形方法である鋳込み成形や可塑成形（手

ロクロ成形、機械ロクロ成形等）が可能である。 

本技術の 

有用性 

陶磁器は、一般的に中～高火度（1150～1350℃）で製造される。現在、省

エネルギー・低環境負荷型社会への変換が進められる中、陶磁器製造業界もそ

の対応が必要である。その対応策として、低温焼成磁器は有用な候補である。 

 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 図 磁器素地の焼結性 

適用可能製品 
磁器製品（食器、花器、照明器具等）。 
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陶磁器産業の新常識？！省エネ＆エコな磁器 

1100℃で焼結する低温焼成磁器の製造技術 

 


